
特別支援教育教材共有ネットワークのシステムデザインと運用	
 
 

 
鴨谷真知子*	
 太田和志*	
 西端律子** 

*東大阪大学短期大学部	
 **畿央大学 

System Design and Management of a Special Needs Education  
Teaching Materials Shared Network 

 
 

Machiko KAMOTANI*	
 Kazushi OTA*	
  Ritsuko NISHIBATA** 
 

*Higashiosaka Junior College	
 **Kio University 
 
 
概要：本研究では発達段階や様々な条件に基づいた検索機能をつけたデータベースを構築

し,教材利用者が教材についてのディスカッションがおこなえる SNS機能を設置すること
により,学校種別や組織を超えて情報共有が可能となる特別支援学校を中核とした教材共
有ネットワークを構築した．	
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1. はじめに 

特別支援学校では各学校で児童生徒の障がいに対応

した様々な教材を開発し，日々の教育活動に活用して

いる．これらの教材は Web ページにて公開されてい
るものも数多くあるが，発達段階やそれぞれの児童生

徒に対応した課題を元にして検索機能を備えたデータ

ベースは少ない．また，各学校との連携および共有機

能は付加されていない.これらの点を考慮し，連携と共
有機能を重視した教材共有データベースを構築し，

2013年8月から公開を開始した．  
学校の枠を超え様々な組織や関係者が互いの教材に

関する情報を共有しながら個々の児童生徒に対応した

教育活動に活用し，それを元に個々の発達段階に合わ

せた教材の開発と提供がおこなえるツールとなった． 

2. 教材共有データベースの開発 

2.1 教材データベースのデザイン 
データベース構築にあたり以下の点を考慮した．①

データベースの知識がなくても現場の特別支援学校の

担当教員が管理できるシステム．②現場から教材の画

像等のアップロードを簡単にするため，スマートフォ

ンに対応させる．③ページ内に書き込みができる会員

と閲覧のみの利用者とを分ける．④児童生徒の発達水

準等に合わせた教材検索機能を組み込む．⑤インクル

ーシブ教育システムを構築するためのツールとなるよ

うデータベース以外に情報交換をする機能を付加し，

SNSとしても活用できる．これらを考慮し，基本シス
テムはNetcommonsを利用することとした． 

2.2 教材共有ネットワーク 
構築した教材共有データベースは教材共有ネットワ

ーク-Teaching Materials Shared Network-TMSNと
名づけた（以下TMSNとする）． 

 
図1	
 TMSNトップページ	
 

TMSNに収録された教材は，奈良県立奈良養護学校
で構築されていた教材データベースの約250個の教材
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データを元に，新たな機能を付加し，地域の学校や事

業所，奈良養護学校教職員，他の特別支援学校や家庭

がそれぞれ所有している教材や役立つ情報を一ヶ所に

集約しさらには，教材や情報に対して相互に意見交換

や質問ができるWebサイトの構築を目ざした．(1) 

 

3. TMSNの機能 

3.1 教材データベース 
教材データの検索は発達水準(2)（宇佐川,1997），自
立活動 6区分(3)，課題領域，キーワードからの全文検

索およびそれぞれの組み合わせによる検索機能を備え

ている．教材データベースは非会員も利用できるが,
会員登録をした会員に限りそれぞれの教材に関する利

用者等からのコメントが投稿できるようになっている.
利用者にとって使い易い教材へと改良するための情報

共有がおこなえるものである. 

3.2 Flash教材 
	
 TMSN 内の会員エリアには Flash で作成された教
材を設置している.Flash 教材は児童生徒の個々の障
がいに合わせて作成されたもので，Windows タブレ
ットPC等を用いることによって画面に触れタッチす
ることにより動きや音声が再生される． 

3.3 会員コミュニティとしての掲示板 
	
 会員間での情報共有と議論の場として会員コミュニ

ティを設置した.会員コミュニティには,教材に関する
ディスカッションの場としての「教材ディスカッショ

ンルーム」と様々な意見や要望などを書き込む場とし

ての「みんなの広場」を設置している.「教材ディスカ
ッションルーム」では保護者が家庭で自作できる教材

のデータベース上へのアップロードのリクエストや,
作り方,指導方法などがやり取りされつつある. 

4. 地域との連携 

	
 TMSN の会員コミュニティは地域の特別支援学校
を中核とした小中学校，施設などをひとつのグループ

としグループごとに連携するツールとして活用するた

めの拡張機能を有している．この機能を用いて地域の

特別支援学校を中核とした連携と情報共有の場を作る

ことによって，これらを実現するためのツールとして

の役割を果たすことができる． 
 

5. まとめと今後の課題 

	
 運用をはじめて以来、TMSN の会員数は 144 名
（2014/06/18 時点）となった.しかしながら教材コン
テンツの量はまだ十分なものと言えず、SNS機能につ
いても書き込みの量は少ない.今後、活発な議論が
TMSNで展開される仕組みを考える必要がある. 
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